
　
大
切
な
あ
の
人
に
品
物
を
贈
る
…
。
そ
こ
に
は

贈
り
主
の
感
謝
の
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
て
い
る
は
ず

で
す
。
佐
川
急
便
は
京
都
で
創
業
し
て
以
来
、荷
物
を

早
く
確
実
に
運
ぶ
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
お
客
様
の
真

心
を
一
緒
に
添
え
て
届
け
る
と
い
う〝
飛
脚
の
精
神
〞

を
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。
祇
園
地
区
に
オ
ー
プ
ン

し
た
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、
お
馴
染
み
の
縞
シ
ャ
ツ

で
は
な
く
、
藍
染
め
の
前
掛
け
に
身
を
包
ん
だ
ス
タ
ッ

フ
が
、
は
ん
な
り
と
し
た
京
言
葉
で
お
迎
え
し
ま
す
。

宅
配
の
仕
事
に
留
ま
ら
ず
、
独
自
の
マ
ッ
プ
を
用
意

し
て
観
光
客
の
道
案
内
を
す
る
な
ど
、
京
都
の
魅
力

を
発
信
す
る
拠
点
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
お
も
て
な
し
の
心
は
、
お
客
様
へ
の
電
話
応
対
に

も
表
れ
て
い
ま
す
。「
お
客
様
が
ど
の
よ
う
な
思
い
で

電
話
さ
れ
て
い
る
の
か
、
会
話
を
通
し
て
気
持
ち
を

共
有
す
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
」
と
池
田
さ
ん
。

配
達
予
定
の
問
合
わ
せ
の
電
話
で
も
、
受
話
器
の
向

こ
う
で
は
お
孫
さ
ん
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
届
く
の
を
楽

し
み
に
待
っ
て
い
る
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
相
手
の
顔
が
見
え
な
い

だ
け
に
、「
言
葉
に
表
情
を
託
し
て
伝
え
た
い
」
と

笑
み
を
こ
ぼ
し
ま
す
。
こ
う
し
た
日
頃
の
取
り
組
み

が
認
め
ら
れ
、
池
田
さ
ん
は
日
本
電
信
電
話
ユ
ー
ザ

協
会
が
主
催
す
る
電
話
応
対
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会

に
、
２
年
連
続
で
京
都
府
代
表
と
し
て
選
出
さ
れ
、

優
秀
賞
を
続
け
て
受
賞
し
ま
し
た
。

　
真
心
を
言
葉
に
添
え
て
。
玄
関
の
チ
ャ
イ
ム
の

音
が
鳴
っ
た
ら
、
き
っ
と
素
敵
な
贈
物
が
届
い
た

合
図
で
す
。

佐川急便株式会社
代 表 者／荒木 秀夫
住　　所／京都市南区上鳥羽角田町68
TEL ／ 075-691-6500
U R L ／ http://www.sagawa-exp.co.jp/

カスタマーサービス課 池田 祐実さん

　最近はインターネット上でのサポートが

充実していますが、直接お客様と会話できる

電話には多くのお問い合わせがあります。

電話はお客様の声の調子によって、感情や

思いを感じ取ることができます。実際にお

荷物をお届けするドライバーには、お客様
の気持ちを添えてご要望を伝える
ことを心がけています。また、物流という視点

では、京都で創業した佐川急便らしいおもて

なしが提供できないかと考えています。例え

ば、大きい荷物を抱えた観光客を見かけま

すが、到着した駅で荷物を預かり、宿泊する

ホテルまで届けることで、多くの人が“手ぶら”

で観光できます。東京駅で実施しているこの

取り組みを京都でも実現できれば、京都の

魅力をより気軽に味わえるでしょう。まちに

優しい、ひとに優しい取り組みを続けていき

たいと考えています。

真
心
を
言
葉
に
添
え
て

荷
物
を
お
届
け

真
心
を
言
葉
に
添
え
て

荷
物
を
お
届
け

こ
こ
ろ

　京都を代表する陶磁器販売の老舗のひとつである
株式会社たち吉が、新たなスタートを切ったのは昨年の
４月１日。その最前線で指揮を執ることになった渡邊
信夫社長は、「我々の商品のメインターゲットは女性。
日本の窯業を守り育てる意味でも、女性目線でのシー
ン提案をコアにした戦略再構築が必須と考えました」
と語る。着任までに全スタッフと面接、さらに新体制
スタートから半年かけて、社員とのコミュニケーション
に努め、一人ひとりの個性と能力を把握した上で、今
まで部署をほぼ異動することのなかった女性社員も人
事異動の対象とし、大胆な人事を敢行した。「旧体制で
営業補助や事務を行っていた女性の中にも、ポテンシャ
ルを感じる優秀な社員がたくさんいました。彼女らが
主体となって動き始めれば、必ず会社は生まれ変わる
と確信しました」。
　西日本営業部の課長として対百貨店営業のマネジメ
ントに携わっている浦本香世さんも期待を担った一人。

「私の場合ポジションはそのままですが、働き方を変え
ることを求められ、仕事のスタイルを見つめ直しました。

意識したのは、管理者として全体を見渡す視野と、数字
を含むシビアな責任感です」。トップと意識を共有する
ことで、勤続 20 年以上のキャリアは見事に花開いた。

「今では百貨店営業、西のエースです」と満足げな渡邊
社長の言葉に「毎日必死ですよ」とはにかむ。
　やみくもに商品を勧める営業ではなく、お客様との
共感を育むソリューション営業。エンドユーザーのラ
イフスタイルに寄り添う商品開発や広告宣伝、プロモー
ション。新たに示した方向性への女性スタッフの対応
力は高く、そのしなやかな活躍が老舗再生への大きな
原動力となっている。海外市場を見据えて、京都商工
会議所と京都市が実施する「Kyoto Contemporary」に
参画し、１月にはパリで開催された「メゾン・エ・オブジェ」
に出展。インバウンド消費も増えており、市場は拡大
しつつある。「女性の感性がますます重要になっている。
今後は、販売の第一線を担うパートの女性たちを能力に
応じて社員登用するなど、活躍できる環境を整えていき
たい」と渡邊社長。女性活躍のフィールドはまだまだ
広がり続ける。

老舗再生の鍵は女性目線にあり！
女性パワーが活気を生み、未来をつくる

西日本営業部課長の浦本香世さん（左）、代表取締役社長の渡邊信夫さん

店舗展開する商品と販促立案について議論する女性社員

株式会社たち吉
代 表 者／渡邊 信夫
住　　所／京都市下京区四条通富小路角立売東町21
TEL ／ 075-211-3141
U R L ／ http://www.tachikichi.co.jp
事業内容／和洋陶磁器の卸・小売

従業員／３０３名（男性７１名、女性２３２名）
　　　　そのうち、正社員７５名（女性２４名）
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